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人と人との繋がりを大切に人と人との繋がりを大切に

気になるあの人気になるあの人

犬伏 正春さん（79）犬伏 正春さん（79）
いぬいぬ ぶしぶし まさまさ はるはる

●
商
工
会
や
自
主
防
災
、山
川
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、山
川
地
区
実

行
委
員
会
な
ど
い
ろ
ん
な
役
員
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、最
初
の
き
っ
か

け
は
。

　

私
の
家
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
を
し
て
お
り
ま
し
て
、２
代
目
と
し
て

父
の
跡
を
継
ぎ
ま
し
た
。昔
だ
っ
た
ら
職
人
の
技
を
盗
ん
で
覚
え
る
と

い
う
時
代
で
す
け
れ
ど
、私
の
場
合
は
父
だ
っ
た
の
で
手
取
り
足
取
り

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。父
が
と
て
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
人
の
お
世
話

を
す
る
こ
と
に
理
解
の
あ
る
人
で
、20
歳
の
頃
、山
川
町
青
年
会
に
誘

わ
れ
て
、活
動
し
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。青
年
会
の
会
長
に
な

り
、会
員
の
獲
得
に
他
の
役
員
と
一
緒
に
自
転
車
に
乗
っ
て
知
ら
な
い

人
の
家
を
訪
ね
勧
誘
に
た
く
さ
ん
ま
わ
り
ま
し
た
。　　

　

ま
た
、商
売
を
し
て
い
ま
し
た
の
で
商
工
会
の
役
員
に
も
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
、40
歳
ま
で
青
年
部
の
部
長
を
務
め
ま
し
た
。社
会
福
祉

協
議
会
と
の
付
き
合
い
は
、青
年
会
の
代
表
と
し
て
山
川
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
理
事
に
な
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

●
川
田
西
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
や
山
川
地
区
実
行
委
員
会
で
は
ど

ん
な
活
動
を
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
方
の
見
守
り
を
山
水
会
の
友
愛
訪
問
員

や
民
生
委
員
児
童
委
員
の
方
な
ど
と
一
緒
に
お
世
話
し
て
い
ま
す
。そ

ん
な
中
、少
し
で
も
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
に
地
区
社
協
に
お
い
て

も
福
祉
協
力
員
と
し
て
一
人
暮
ら
し
の
方
を
訪
ね
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ

禍
の
前
は
、サ
ロ
ン
の
よ
う
な
形
で
お
食
事
会
や
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
た

の
で
皆
さ
ん
楽
し
み
に
来
ら
れ
て
い
ま
し
た
。長
生
き
し
て
も
ら
っ
て

少
し
で
も
何
か
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
、い
ち
ば
ん
の
喜
び
で
あ

り
私
の
使
命
で
す
ね
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、山
川
町
内
の
小
学
校
・
中
学
校
で
毎
月
15
日
に

朝
７
時
半
か
ら
８
時
ま
で
校
門
前
で
あ
い
さ
つ
運
動
を
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
し
て
い
ま
し
た
が
、４
年
ぶ
り
に
再
開
し
て

い
ま
す
。

●
ど
の
活
動
も
楽
し
そ
う
に
生
き
生
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
秘
訣
は
。

　

や
っ
ぱ
り
人
が
喜
ん
で
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
よ
ね
。少
し
で
も
そ

の
人
の
為
に
な
っ
た
ら
い
い
か
と
思
い
ま
す
。自
分
で
は
な
く
、他
の

人
た
ち
が
よ
く
な
る
こ
と
で
、ゆ
く
ゆ
く
は
自
分
に
も
か
え
っ
て
き
ま

す
。ま
た
、人
に
お
世
話
を
し
て
い
る
と
助
け
て
も
く
れ
ま
す
し
、人
と

人
と
の
繋
が
り
の
お
か
げ
で
協
力
し
て
く
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。妻
も
、私
が
家
を
出
て
走
り
回
っ
て
も
怒
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

家
族
の
協
力
も
あ
っ
て
こ
そ
今
が
あ
る
。そ
れ
が
い
ち
ば
ん
幸
せ
で
す
ね
。

●
今
後
の
活
動
で
や
っ
て
い
き
た
い
こ
と
は
。

　

今
、お
世
話
を
し
て
い
る
活
動
の
継
続
で
す
ね
。商
工
会
は
去
年
会

長
を
引
退
し
ま
し
て
、今
は
山
川
地
区
社
協
関
係
の
お
世
話
が
メ
イ
ン

で
す
が
、活
動
に
つ
い
て
は
元
気
な
う
ち
は
継
続
し
て
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

第19回吉野川市社会福祉大会の報告

第67回徳島県社会福祉大会の報告

▲受賞者代表で謝辞を述べる阿部勝一さん

▲代表で表彰状を受け取る福島朝代さん

▲ご参加いただいた受賞者の皆さまと記念写真

▲スマイル家族応援団によるエイサー演舞

▲ちびっ子プラザによるバルーンアート

■
大
会
長
表
彰

【
民
生
委
員･
児
童
委
員
功
労
】

朝
倉　

和
夫（
鴨
島
）

大
塚　

ふ
み（
鴨
島
）

鴻
野　
　

博（
鴨
島
）

西
條　

徳
美（
鴨
島
）

戸
村　

淳
一（
鴨
島
）

葉
柳
美
智
子（
鴨
島
）

堀
江　

省
三（
鴨
島
）

喜
多　

啓
介（
川
島
）

田
川
眞
紀
生（
川
島
）

長
野　
　

正（
川
島
）

松
家　

久
美（
川
島
）

山
口　

雄
三（
川
島
）

結
城　
　

保（
川
島
）

梯　
　

清
二（
山
川
）

笠
井　

裕
子（
山
川
）

松
原　

徹
子（
山
川
）

【
社
会
福
祉
事
業
功
労
】　

《
社
協
・
関
係
団
体
等
の
役
員
》

阿
部　

勝
一（
鴨
島
）

横
田
眞
知
子（
鴨
島
）

黒
﨑　

勝
恵（
山
川
）

《
高
齢
者
福
祉
活
動
》

若
山　

文
男（
鴨
島
）

梅
野
ミ
エ
コ（
川
島
）

下
田　

純
子（
川
島
）

福
島　

朝
代（
山
川
）

舟
井　

重
利（
美
郷
）

《
青
少
年
健
全
育
成
活
動
》

新
居　

路
子（
山
川
）

檜　
　

伸
代（
山
川
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
】

梯　
　

得
人（
山
川
）

上
浦　

仁
士（
山
川
）

猪
井　

治
男（
美
郷
）

佐
藤
る
み
子（
美
郷
）

■
大
会
長
感
謝

三
好　

脇
子（
鴨
島
）

　
　
　

※

敬
称
略　

順
不
同

　

令
和
５
年
11
月
25
日（
土
）、日
本
フ
ネ
ン
市
民
プ
ラ
ザ
で
吉
野
川
市
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。式
典
で
は
、社
会
福
祉
活
動
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
31
名
に
大
会
長
よ
り
表
彰
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
11
月
16
日（
木
）、あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
に
お
い
て
徳
島
県
社
会
福

祉
大
会
が
開
催
さ
れ
、吉
野
川
市
で
は
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
社
会
福
祉
大

会
の
式
典
終
了
後
は
、日
本

フ
ネ
ン
市
民
プ
ラ
ザ
で
市

民
プ
ラ
ザ
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
種
団
体
に
よ
る
イ
ベ

ン
ト
、菓
子
パ
ン
や
焼
き
菓

子
の
模
擬
店
が
設
置
さ
れ
、

他
に
も
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、エ

イ
サ
ー
太
鼓
体
験
な
ど
が

披
露
さ
れ
、会
場
は
盛
り
あ

が
り
ま
し
た
。

■
名
誉
大
会
長
表
彰

【
社
会
福
祉
事
業
功
労
】

《
施
設
関
係
》

岡
田　

幸
子（
鴨
島
）

横
山
美
千
代（
鴨
島
）

三
木
加
容
子（
川
島
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
】

元
村　

好
子（
鴨
島
）

横
谷　

禎
男（
鴨
島
）

瀬
川　

一
男（
山
川
）

■
大
会
長
表
彰

【
民
生
委
員･

児
童
委
員
功
労
】

大
池　

清
子（
鴨
島
）

住
友　

恭
宏（
鴨
島
）

長
浜　

秀
雄（
山
川
）

【
社
会
福
祉
事
業
功
労
】

《
社
協
・
関
係
団
体
等
の
役
員
》

坂
野　

節
子（
鴨
島
）

津
田　

宗
利（
鴨
島
）

濱
田　

公
子（
鴨
島
）

植
田　

君
代（
山
川
）

《
高
齢
者
関
係
》

飯
田　

良
治（
川
島
）

小
山　
　

博（
川
島
）

西
岡　

政
行（
川
島
）

久
保　

義
文（
山
川
）

《
障
が
い
者
関
係
》

平
川　

靖
幸（
鴨
島
）

後
藤
田　

賢（
川
島
）

谷　
　

眞
理（
川
島
）

《
施
設
関
係
》

大
林　

豊
子（
鴨
島
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
】

七
條　

敏
子（
鴨
島
）

後
藤
田
幸
子（
川
島
）

藏
本
チ
ヨ
コ（
山
川
）

藤
田　

正
治（
山
川
）

※

敬
称
略　

順
不
同

■プロフィール
　山川町在住　昭和20年生まれ。
クリーニング店（犬伏ドライ）
を営みながら平成８年山川町議
会議員に就任，平成16年から５
年間吉野川市議会議員をされ，平
成24年初代吉野川市商工会会長
に就任。
吉野川市社会福祉協議会会長を
令和元年から２年間務められた。
　現在も川田西地区社協会長や
山川地区実行委員会委員長として
活躍中。
■主な受賞
平成22年　
吉野川市社会福祉大会会長表彰

社会福祉事業功労
令和元年　　　
　旭日双光章 中小企業振興功労
　　　　　 　　　地方自治功労

ちょっと

受賞おめでとう
ございます
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鴨島地区民生委員児童委員協議会，美郷地区民生委員児童委員協議会，吉野川市婦人団体連合会，
吉 野 川 市 身 体 障 害 者 連 合 会，山 川 町 ボ ラ ン テ ィ ア 協 議 会，美 郷 ボ ラ ン テ ィ ア 連 絡 協 議 会，
特定非営利活動法人アトリエひまわり，特定非営利活動法人巣立，（株）あおぎワークホーム，
障害福祉サービス事業所ヴィヴァーチェ野菊，就労継続支援B型事業所ゆいたび，就労継続支援B型麦
いんべの里地域活性化委員会，吉野川市地域福祉活動計画鴨島地区実行委員会

令和５年度 歳末たすけあい運動報告吉野川市地域福祉活動計画
皆さまから寄せられた善意は，次のように配布させていただきました。

配分金 2，923，409円
■当事者団体・福祉団体が行う歳末たすけあい活動

〇就労継続支援B型事業所利用者（吉野川市に住民票がある方）
〇吉野川市内の要保護世帯の児童･生徒　
〇在宅寝たきりの方
〇児童施設入所者（吉野川市から児童施設に入所した方）
〇吉野川市手をつなぐ育成会会員　

民生委員児童委員を通じてお届けしました。
■75歳以上の在宅ひとり暮らしの方へのカレンダーの贈呈

■福祉ニーズを持つ世帯への義援金の贈呈

…………………14団体へ配布

牛島，飯尾敷地，鴨島，西麻植，知恵島，川島，学島，山崎，瀬詰，川田東，川田中，川田西，美郷
■地区社会福祉協議会が行う歳末たすけあい活動……………………13団体へ配布

………………1，224名

……………………………………161名

心あたたまる募金をお寄せいただき，
ありがとうございました。

サマーチャレンジボランティアワーク

▲参加してくれた中学生･高校生･大学生たち

▲鴨島児童館でのミニ夏祭り

　吉野川市内の中学生・高校生を対象に，夏休み期間
中に４日間の日程でボランティア体験を行いました。
昨年から，大学生ボランティアも募集し，中学生・高
校生のサポートをしてくれています。今回は，鴨島児
童館でミニ夏祭りを企画・運営させてもらいました。
事前に子どもたちとの接し方について，児童館の先生
にお話を聞いたり，グループで考えた出し物の準備を
したりしました。
　当日は，昨年参加した中学生・高校生が作成した物
も活用し，魚つりやペットボトルボウリングや工作な
ど，いろいろなコーナーで，たくさんの子どもたちに
楽しく遊んでもらうことができました。
　今回の体験で，子どもたちのことを考えながら作り
あげたもので遊んでもらい，「大変だったけど喜んで
くれたので良かった」「工夫すればもっと遊んでもら
えたかもしれない」という感想もあり，達成感や子ど
もとふれあう楽しさを感じてもらうことができました。
　また，他校の生徒との交流を深める良い機会となり
ました。

　地域の皆さまがご利用しやすいように，定例相談を開催しています。

★法律相談（※要予約）毎月第３火曜日　午前９時～　●日本フネン市民プラザ２階多目的室

相談は無料で秘密は厳守します。お気軽にご利用ください。

※法律相談は，予約制です。相談時間は，１人約20分以内で，７人までとなっています。
　相談には弁護士が対応しています。相談日の１週間前までに吉野川市社会福祉協議会（TEL 22-2741）へお申し込みください。

吉野川市心配ごと相談所

毎週金曜日　午前９時～ 11時
毎週金曜日　午後１時30分～３時30分

吉野川市社会福祉協議会　本所（日本フネン市民プラザ）
吉野川市社会福祉協議会　山川支所（地域総合センター）

開催日時開催場所

令和５年度吉野川市社会福祉協議会会費報告
　自治会の皆さまをはじめ，多くの方々のご理解とご協力により多くの社協会費が集まりました。
社協事業の財源として活用させていただきます。ありがとうございました。

令和６年１月現在 4，762，350円

▲美郷地区民生委員児童委員協議会
－小学生の子どもがいる世帯へのクリスマスプレゼント－

▲いんべの里地域活性化委員会
－寄り合いクリスマスコンサート－

▲就労継続支援B型　麦
－親睦会－

▲川島地区社会福祉協議会・学島地区社会福祉協議会
－川島かもめこども園へのクリスマスプレゼント－

▲川田西地区社会福祉協議会
－ひとり暮らし高齢者に生活用品配布－

▲飯尾敷地地区社会福祉協議会
－ひとり暮らし高齢者宅へ歳末のプレゼント－

山川地区では，コロナ禍
の影響で休止していた「あ
いさつ運動」を４年ぶりに

11月から再開しました。毎月15日に山川町内の小学
校，中学校３校の校門前で声かけを行っています。
人と人とのつながりが希薄になっている昨今，子ども

たちと笑顔であいさつができることをうれしく思い，
この先も継続できるように努力してまいります。

　美郷地区では，「荒れ地を
美観地区に」を目標に花づく
り活動に取り組んでいます。

　今年は畑を耕し花の植え付けを行いました。今後も
美郷地区を花と緑に溢れた安らぎのある場所にする
ために頑張ります。また，高齢化が大きな問題と言わ
れていますが，地域住民同士がふれあい，素敵な地域づ
くりに励んでいきたいと考えております。

山川地区 美郷地区

　鴨島地区では，11月12日
（日）に第10回鴨島ウォーキ
ング大会を実施しました。

　当日は風が強く肌寒かったものの，37名の参加者が鴨
島公民館前から川島城までの往復約8kmの道のりをそ
れぞれのペースで歩きました。
　終了後の参加者アンケートでは「景色も良く,楽しく歩
くことができた」「来年も参加したい」等好評であり，来年
の開催に向けて励みになりました。

鴨島地区
　川島地区では，健康ウォー
キング大会を11月19日（日）
に開催しました。コロナ禍の

影響で３年開催できなかったのですが,当日は天候にも
恵まれ33名の参加がありました。吉野川市交流センター
を出発し，川島公園展望広場までの往復５㎞のコースを
各自が思い思いに歩きました。終了時に参加者の方から
「来年も開催して欲しい」と言っていただきました。実行委
員も久しぶりの開催でしたが無事に終了することができ,
来年に向けて頑張ろうと話し合いました。

川島地区

▲山瀬小学校 ▲山川中学校
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「災害ボランティアセンターの活動支援に関する協定」を締結

徳島県シルバー大学校吉野川校 第43期生入学生募集案内

生活支援体制整備事業 認知症サポーター活動促進事業

１応募資格
　　県内に在住する55歳以上の方で学習意欲があり，卒業後は地域社会活動の指導にあたる意欲がある方です。
※卒業生も再入学が可能です（既卒業コース以外のコースに限る）。

３学習内容
園芸：菊の作り方，庭木の作り方，盆栽，ガーデニング等
ICT：パソコンの習得（ワード・エクセル・インターネットなど）
英会話（初級）：英語の発音・基礎，初歩の日常会話等

２募集定員　70名
選択コース

園芸
25名

ICT
30名

英会話（初級）
15名

４修学期間
　　６月から翌年３月まで，おおむね年間30日。１日の受講時間は，
　午前10時から午後３時まで１日４時間です（昼食時間を除く）。
５入学金・授業料
　（１）入学金：無料　（２）授業料：年間5,000円　
※実習等に要する材料費，学生会費等は別途必要です。
６主な学習場所
　　吉野川市文化研修センター　
■問い合わせ先 吉野川市社会福祉協議会 本所 TEL 22-2741
■願書受付先 吉野川市社会福祉協議会 本所・各支所
※入学願書は，３月４日（月）より本所・各支所に備えています。

【募集期間】令和６年３月６日（水）➡４月10日（水）

『世話やき侍　ほたる』
●美郷地区では，地域の共有施設の清掃活動
　やそばづくりを実施し，地域を支えるための
　取り組みを続けています。

『困り事お助け隊　川島』
●川島地区では，1回100円で可燃ゴミ・資源
ゴミのゴミ出し支援を実施しています。
　お気軽にご相談ください。

　９月13日(水)と29日(金)の両日，チームオレン
ジ主催のオレンジカフェほほえみが，日本フネン市民
プラザで開催され，多くの方に参加いただきました。
　オレンジカフェほほえみは，認知症の人やその家族，
地域の方や専門職が気楽に集い，お茶を飲みながらお
しゃべりしたり，工作などをしたりして，くつろげる場
所です。また，参加者同士で悩みを相談し，お互いの理
解を深める場所としても利用いただいています。その
他，専門職による介護などの相談も併せて行っています。
　今後は，定期的にカフェの開催ができるようにメン
バーと計画中です。開催の際には気軽にお立ち寄りく
ださい。

　５年後，10年後の私たちが暮ら
す地域について考えたことがあり
ますか。
　吉野川市では，協議体という形
で地域の今後について話し合いを
続けるとともに，地域での居場所や
ちょっとした困りごとに対応できる
仕組みづくりを支援しています。
〇鴨島地区と川島地区では，次のとおり集いの場を
実施しています。

　※日程や詳細についてはお問い合わせください。

※お問い合わせ
　吉野川市地域包括支援センター　TEL 22-2744

※チームオレンジとは
　認知症サポーターがチームを組み，同じ地域で
暮らす認知症の方とその家族の見守りや支援を行う
ことを目的とした活動です。

▲協議体の様子（山川地区）

（鴨一健康ひろば　鴨島老人福祉センター）（さくらちゃん　牛島・上浦公民館）

（森の音サロン　森山公民館）　 （ほんのり広場　東児島公民分館）

　12月７日（木），株式会社ダイナム徳島鴨島店様より，62点の食品や
日用品の寄贈をいただきました。ダイナムグループ様は，全国にある社会
福祉協議会に地域貢献の一環として，さまざまなものを寄贈されていると
のことです。
　寄贈いただいた物品は，社協事業などで有効に活用させていただきます。
　ありがとうございました。

株式会社ダイナム徳島鴨島店様より，物品を寄贈いただきました！

　10月25日（水），吉野川市社協は鴨島ライオンズク
ラブと「災害時におけるボランティア支援に関する協
定」を締結しました。
　協定書には，ライオンズクラブ側の支援として，災
害発生時に社協の運営する災害ボランティアセン
ターへの資機材の提供をはじめ，ボランティア向けの
送迎車両の手配，飲食物の提供，その他ボランティア
活動支援にかかわることなどが盛り込まれています。
今後は，災害時だけでなく平常時から連携を図り，お互
いの協力・支援体制の充実に取り組んでまいります。

障がい者レクリエーション教室
　10月29日（日），吉野川市内の障害者手帳所持者の
方を対象に工作教室を実施しました。
　講師として「スマイル家族応援団flower arrange 
咲｣より平京子氏をお招きし，ハーバリウム作りを行
いました。先生が持ってきてくださった，たくさんの
花や飾りの中から，自分の好きなものを選び，先生や
参加者同士で相談しながら，自分たちだけのハーバリ
ウムを作りました。
　最後には，恒例のビンゴゲームを行いました。参加
者同士で和気あいあいと交流することができ，終始笑
顔のこぼれる楽しい催しとなりました。

～鴨島地区～ ～美郷地区～
生きがいと健康づくり

　11月 16日（木），４年
ぶりの研修旅行で淡路北
淡震災記念公園へ行きま
した。
　阪神淡路大震災を経験
された語り部の方から，
当時の様子や今後の取り
組みについてお話をしていただき，その後，保存館や
敷地内の見学をしました。今回の研修で地震への備
え，減災について改めて考える機会となりました。
　研修後は秋晴れの空の下，美しい花々が咲いてい
る公園を散策し帰路につきました。充実した研修旅
行となりました。

　10月 18日（水），視 察
研修で日頃外出の機会が
少ない方も含め，美郷地
区の利用者11名が香川
県防災センターへ行きま
した。そこでは防災の心
構えを学ぶ映像を観て，
消火，暴風，煙避難，地震と様々な体験ができました。
災害について理解と関心を深めるとともに，防災意
識を高めることができました。自分を含め，多くの命
を救うことにつながる学びの多い有意義な時間に
なりました。

善意銀行だより
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「災害ボランティアセンターの活動支援に関する協定」を締結

徳島県シルバー大学校吉野川校 第43期生入学生募集案内

生活支援体制整備事業 認知症サポーター活動促進事業

１応募資格
　　県内に在住する55歳以上の方で学習意欲があり，卒業後は地域社会活動の指導にあたる意欲がある方です。
※卒業生も再入学が可能です（既卒業コース以外のコースに限る）。

３学習内容
園芸：菊の作り方，庭木の作り方，盆栽，ガーデニング等
ICT：パソコンの習得（ワード・エクセル・インターネットなど）
英会話（初級）：英語の発音・基礎，初歩の日常会話等

２募集定員　70名
選択コース

園芸
25名

ICT
30名

英会話（初級）
15名

４修学期間
　　６月から翌年３月まで，おおむね年間30日。１日の受講時間は，
　午前10時から午後３時まで１日４時間です（昼食時間を除く）。
５入学金・授業料
　（１）入学金：無料　（２）授業料：年間5,000円　
※実習等に要する材料費，学生会費等は別途必要です。
６主な学習場所
　　吉野川市文化研修センター　
■問い合わせ先 吉野川市社会福祉協議会 本所 TEL 22-2741
■願書受付先 吉野川市社会福祉協議会 本所・各支所
※入学願書は，３月４日（月）より本所・各支所に備えています。

【募集期間】令和６年３月６日（水）➡４月10日（水）

『世話やき侍　ほたる』
●美郷地区では，地域の共有施設の清掃活動
　やそばづくりを実施し，地域を支えるための
　取り組みを続けています。

『困り事お助け隊　川島』
●川島地区では，1回100円で可燃ゴミ・資源
ゴミのゴミ出し支援を実施しています。
　お気軽にご相談ください。

　９月13日(水)と29日(金)の両日，チームオレン
ジ主催のオレンジカフェほほえみが，日本フネン市民
プラザで開催され，多くの方に参加いただきました。
　オレンジカフェほほえみは，認知症の人やその家族，
地域の方や専門職が気楽に集い，お茶を飲みながらお
しゃべりしたり，工作などをしたりして，くつろげる場
所です。また，参加者同士で悩みを相談し，お互いの理
解を深める場所としても利用いただいています。その
他，専門職による介護などの相談も併せて行っています。
　今後は，定期的にカフェの開催ができるようにメン
バーと計画中です。開催の際には気軽にお立ち寄りく
ださい。

　５年後，10年後の私たちが暮ら
す地域について考えたことがあり
ますか。
　吉野川市では，協議体という形
で地域の今後について話し合いを
続けるとともに，地域での居場所や
ちょっとした困りごとに対応できる
仕組みづくりを支援しています。
〇鴨島地区と川島地区では，次のとおり集いの場を
実施しています。

　※日程や詳細についてはお問い合わせください。

※お問い合わせ
　吉野川市地域包括支援センター　TEL 22-2744

※チームオレンジとは
　認知症サポーターがチームを組み，同じ地域で
暮らす認知症の方とその家族の見守りや支援を行う
ことを目的とした活動です。

▲協議体の様子（山川地区）

（鴨一健康ひろば　鴨島老人福祉センター）（さくらちゃん　牛島・上浦公民館）

（森の音サロン　森山公民館）　 （ほんのり広場　東児島公民分館）

　12月７日（木），株式会社ダイナム徳島鴨島店様より，62点の食品や
日用品の寄贈をいただきました。ダイナムグループ様は，全国にある社会
福祉協議会に地域貢献の一環として，さまざまなものを寄贈されていると
のことです。
　寄贈いただいた物品は，社協事業などで有効に活用させていただきます。
　ありがとうございました。

株式会社ダイナム徳島鴨島店様より，物品を寄贈いただきました！

　10月25日（水），吉野川市社協は鴨島ライオンズク
ラブと「災害時におけるボランティア支援に関する協
定」を締結しました。
　協定書には，ライオンズクラブ側の支援として，災
害発生時に社協の運営する災害ボランティアセン
ターへの資機材の提供をはじめ，ボランティア向けの
送迎車両の手配，飲食物の提供，その他ボランティア
活動支援にかかわることなどが盛り込まれています。
今後は，災害時だけでなく平常時から連携を図り，お互
いの協力・支援体制の充実に取り組んでまいります。

障がい者レクリエーション教室
　10月29日（日），吉野川市内の障害者手帳所持者の
方を対象に工作教室を実施しました。
　講師として「スマイル家族応援団flower arrange 
咲｣より平京子氏をお招きし，ハーバリウム作りを行
いました。先生が持ってきてくださった，たくさんの
花や飾りの中から，自分の好きなものを選び，先生や
参加者同士で相談しながら，自分たちだけのハーバリ
ウムを作りました。
　最後には，恒例のビンゴゲームを行いました。参加
者同士で和気あいあいと交流することができ，終始笑
顔のこぼれる楽しい催しとなりました。

～鴨島地区～ ～美郷地区～
生きがいと健康づくり

　11月 16日（木），４年
ぶりの研修旅行で淡路北
淡震災記念公園へ行きま
した。
　阪神淡路大震災を経験
された語り部の方から，
当時の様子や今後の取り
組みについてお話をしていただき，その後，保存館や
敷地内の見学をしました。今回の研修で地震への備
え，減災について改めて考える機会となりました。
　研修後は秋晴れの空の下，美しい花々が咲いてい
る公園を散策し帰路につきました。充実した研修旅
行となりました。

　10月 18日（水），視 察
研修で日頃外出の機会が
少ない方も含め，美郷地
区の利用者11名が香川
県防災センターへ行きま
した。そこでは防災の心
構えを学ぶ映像を観て，
消火，暴風，煙避難，地震と様々な体験ができました。
災害について理解と関心を深めるとともに，防災意
識を高めることができました。自分を含め，多くの命
を救うことにつながる学びの多い有意義な時間に
なりました。

善意銀行だより
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鴨島地区民生委員児童委員協議会，美郷地区民生委員児童委員協議会，吉野川市婦人団体連合会，
吉 野 川 市 身 体 障 害 者 連 合 会，山 川 町 ボ ラ ン テ ィ ア 協 議 会，美 郷 ボ ラ ン テ ィ ア 連 絡 協 議 会，
特定非営利活動法人アトリエひまわり，特定非営利活動法人巣立，（株）あおぎワークホーム，
障害福祉サービス事業所ヴィヴァーチェ野菊，就労継続支援B型事業所ゆいたび，就労継続支援B型麦
いんべの里地域活性化委員会，吉野川市地域福祉活動計画鴨島地区実行委員会

令和５年度 歳末たすけあい運動報告吉野川市地域福祉活動計画
皆さまから寄せられた善意は，次のように配布させていただきました。

配分金 2，923，409円
■当事者団体・福祉団体が行う歳末たすけあい活動

〇就労継続支援B型事業所利用者（吉野川市に住民票がある方）
〇吉野川市内の要保護世帯の児童･生徒　
〇在宅寝たきりの方
〇児童施設入所者（吉野川市から児童施設に入所した方）
〇吉野川市手をつなぐ育成会会員　

民生委員児童委員を通じてお届けしました。
■75歳以上の在宅ひとり暮らしの方へのカレンダーの贈呈

■福祉ニーズを持つ世帯への義援金の贈呈

…………………14団体へ配布

牛島，飯尾敷地，鴨島，西麻植，知恵島，川島，学島，山崎，瀬詰，川田東，川田中，川田西，美郷
■地区社会福祉協議会が行う歳末たすけあい活動……………………13団体へ配布

………………1，224名

……………………………………161名

心あたたまる募金をお寄せいただき，
ありがとうございました。

サマーチャレンジボランティアワーク

▲参加してくれた中学生･高校生･大学生たち

▲鴨島児童館でのミニ夏祭り

　吉野川市内の中学生・高校生を対象に，夏休み期間
中に４日間の日程でボランティア体験を行いました。
昨年から，大学生ボランティアも募集し，中学生・高
校生のサポートをしてくれています。今回は，鴨島児
童館でミニ夏祭りを企画・運営させてもらいました。
事前に子どもたちとの接し方について，児童館の先生
にお話を聞いたり，グループで考えた出し物の準備を
したりしました。
　当日は，昨年参加した中学生・高校生が作成した物
も活用し，魚つりやペットボトルボウリングや工作な
ど，いろいろなコーナーで，たくさんの子どもたちに
楽しく遊んでもらうことができました。
　今回の体験で，子どもたちのことを考えながら作り
あげたもので遊んでもらい，「大変だったけど喜んで
くれたので良かった」「工夫すればもっと遊んでもら
えたかもしれない」という感想もあり，達成感や子ど
もとふれあう楽しさを感じてもらうことができました。
　また，他校の生徒との交流を深める良い機会となり
ました。

　地域の皆さまがご利用しやすいように，定例相談を開催しています。

★法律相談（※要予約）毎月第３火曜日　午前９時～　●日本フネン市民プラザ２階多目的室

相談は無料で秘密は厳守します。お気軽にご利用ください。

※法律相談は，予約制です。相談時間は，１人約20分以内で，７人までとなっています。
　相談には弁護士が対応しています。相談日の１週間前までに吉野川市社会福祉協議会（TEL 22-2741）へお申し込みください。

吉野川市心配ごと相談所

毎週金曜日　午前９時～ 11時
毎週金曜日　午後１時30分～３時30分

吉野川市社会福祉協議会　本所（日本フネン市民プラザ）
吉野川市社会福祉協議会　山川支所（地域総合センター）

開催日時開催場所

令和５年度吉野川市社会福祉協議会会費報告
　自治会の皆さまをはじめ，多くの方々のご理解とご協力により多くの社協会費が集まりました。
社協事業の財源として活用させていただきます。ありがとうございました。

令和６年１月現在 4，762，350円

▲美郷地区民生委員児童委員協議会
－小学生の子どもがいる世帯へのクリスマスプレゼント－

▲いんべの里地域活性化委員会
－寄り合いクリスマスコンサート－

▲就労継続支援B型　麦
－親睦会－

▲川島地区社会福祉協議会・学島地区社会福祉協議会
－川島かもめこども園へのクリスマスプレゼント－

▲川田西地区社会福祉協議会
－ひとり暮らし高齢者に生活用品配布－

▲飯尾敷地地区社会福祉協議会
－ひとり暮らし高齢者宅へ歳末のプレゼント－

山川地区では，コロナ禍
の影響で休止していた「あ
いさつ運動」を４年ぶりに

11月から再開しました。毎月15日に山川町内の小学
校，中学校３校の校門前で声かけを行っています。
人と人とのつながりが希薄になっている昨今，子ども
たちと笑顔であいさつができることをうれしく思い，
この先も継続できるように努力してまいります。

　美郷地区では，「荒れ地を
美観地区に」を目標に花づく
り活動に取り組んでいます。

　今年は畑を耕し花の植え付けを行いました。今後も
美郷地区を花と緑に溢れた安らぎのある場所にする
ために頑張ります。また，高齢化が大きな問題と言わ
れていますが，地域住民同士がふれあい，素敵な地域づ
くりに励んでいきたいと考えております。

山川地区 美郷地区

　鴨島地区では，11月12日
（日）に第10回鴨島ウォーキ
ング大会を実施しました。

　当日は風が強く肌寒かったものの，37名の参加者が鴨
島公民館前から川島城までの往復約8kmの道のりをそ
れぞれのペースで歩きました。
　終了後の参加者アンケートでは「景色も良く,楽しく歩
くことができた」「来年も参加したい」等好評であり，来年
の開催に向けて励みになりました。

鴨島地区
　川島地区では，健康ウォー
キング大会を11月19日（日）
に開催しました。コロナ禍の

影響で３年開催できなかったのですが,当日は天候にも
恵まれ33名の参加がありました。吉野川市交流センター
を出発し，川島公園展望広場までの往復５㎞のコースを
各自が思い思いに歩きました。終了時に参加者の方から
「来年も開催して欲しい」と言っていただきました。実行委
員も久しぶりの開催でしたが無事に終了することができ,
来年に向けて頑張ろうと話し合いました。

川島地区

▲山瀬小学校 ▲山川中学校
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人と人との繋がりを大切に人と人との繋がりを大切に

気になるあの人気になるあの人

犬伏 正春さん（79）犬伏 正春さん（79）
いぬいぬ ぶしぶし まさまさ はるはる

●
商
工
会
や
自
主
防
災
、山
川
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、山
川
地
区
実

行
委
員
会
な
ど
い
ろ
ん
な
役
員
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、最
初
の
き
っ
か

け
は
。

　

私
の
家
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
を
し
て
お
り
ま
し
て
、２
代
目
と
し
て

父
の
跡
を
継
ぎ
ま
し
た
。昔
だ
っ
た
ら
職
人
の
技
を
盗
ん
で
覚
え
る
と

い
う
時
代
で
す
け
れ
ど
、私
の
場
合
は
父
だ
っ
た
の
で
手
取
り
足
取
り

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。父
が
と
て
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
人
の
お
世
話

を
す
る
こ
と
に
理
解
の
あ
る
人
で
、20
歳
の
頃
、山
川
町
青
年
会
に
誘

わ
れ
て
、活
動
し
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。青
年
会
の
会
長
に
な

り
、会
員
の
獲
得
に
他
の
役
員
と
一
緒
に
自
転
車
に
乗
っ
て
知
ら
な
い

人
の
家
を
訪
ね
勧
誘
に
た
く
さ
ん
ま
わ
り
ま
し
た
。　　

　

ま
た
、商
売
を
し
て
い
ま
し
た
の
で
商
工
会
の
役
員
に
も
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
、40
歳
ま
で
青
年
部
の
部
長
を
務
め
ま
し
た
。社
会
福
祉

協
議
会
と
の
付
き
合
い
は
、青
年
会
の
代
表
と
し
て
山
川
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
理
事
に
な
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

●
川
田
西
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
や
山
川
地
区
実
行
委
員
会
で
は
ど

ん
な
活
動
を
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
方
の
見
守
り
を
山
水
会
の
友
愛
訪
問
員

や
民
生
委
員
児
童
委
員
の
方
な
ど
と
一
緒
に
お
世
話
し
て
い
ま
す
。そ

ん
な
中
、少
し
で
も
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
に
地
区
社
協
に
お
い
て

も
福
祉
協
力
員
と
し
て
一
人
暮
ら
し
の
方
を
訪
ね
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ

禍
の
前
は
、サ
ロ
ン
の
よ
う
な
形
で
お
食
事
会
や
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
た

の
で
皆
さ
ん
楽
し
み
に
来
ら
れ
て
い
ま
し
た
。長
生
き
し
て
も
ら
っ
て

少
し
で
も
何
か
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
、い
ち
ば
ん
の
喜
び
で
あ

り
私
の
使
命
で
す
ね
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、山
川
町
内
の
小
学
校
・
中
学
校
で
毎
月
15
日
に

朝
７
時
半
か
ら
８
時
ま
で
校
門
前
で
あ
い
さ
つ
運
動
を
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
し
て
い
ま
し
た
が
、４
年
ぶ
り
に
再
開
し
て

い
ま
す
。

●
ど
の
活
動
も
楽
し
そ
う
に
生
き
生
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
秘
訣
は
。

　

や
っ
ぱ
り
人
が
喜
ん
で
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
よ
ね
。少
し
で
も
そ

の
人
の
為
に
な
っ
た
ら
い
い
か
と
思
い
ま
す
。自
分
で
は
な
く
、他
の

人
た
ち
が
よ
く
な
る
こ
と
で
、ゆ
く
ゆ
く
は
自
分
に
も
か
え
っ
て
き
ま

す
。ま
た
、人
に
お
世
話
を
し
て
い
る
と
助
け
て
も
く
れ
ま
す
し
、人
と

人
と
の
繋
が
り
の
お
か
げ
で
協
力
し
て
く
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。妻
も
、私
が
家
を
出
て
走
り
回
っ
て
も
怒
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

家
族
の
協
力
も
あ
っ
て
こ
そ
今
が
あ
る
。そ
れ
が
い
ち
ば
ん
幸
せ
で
す
ね
。

●
今
後
の
活
動
で
や
っ
て
い
き
た
い
こ
と
は
。

　

今
、お
世
話
を
し
て
い
る
活
動
の
継
続
で
す
ね
。商
工
会
は
去
年
会

長
を
引
退
し
ま
し
て
、今
は
山
川
地
区
社
協
関
係
の
お
世
話
が
メ
イ
ン

で
す
が
、活
動
に
つ
い
て
は
元
気
な
う
ち
は
継
続
し
て
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

第19回吉野川市社会福祉大会の報告

第67回徳島県社会福祉大会の報告

▲受賞者代表で謝辞を述べる阿部勝一さん

▲代表で表彰状を受け取る福島朝代さん

▲ご参加いただいた受賞者の皆さまと記念写真

▲スマイル家族応援団によるエイサー演舞

▲ちびっ子プラザによるバルーンアート

■
大
会
長
表
彰

【
民
生
委
員･

児
童
委
員
功
労
】

朝
倉　

和
夫（
鴨
島
）

大
塚　

ふ
み（
鴨
島
）

鴻
野　
　

博（
鴨
島
）

西
條　

徳
美（
鴨
島
）

戸
村　

淳
一（
鴨
島
）

葉
柳
美
智
子（
鴨
島
）

堀
江　

省
三（
鴨
島
）

喜
多　

啓
介（
川
島
）

田
川
眞
紀
生（
川
島
）

長
野　
　

正（
川
島
）

松
家　

久
美（
川
島
）

山
口　

雄
三（
川
島
）

結
城　
　

保（
川
島
）

梯　
　

清
二（
山
川
）

笠
井　

裕
子（
山
川
）

松
原　

徹
子（
山
川
）

【
社
会
福
祉
事
業
功
労
】　

《
社
協
・
関
係
団
体
等
の
役
員
》

阿
部　

勝
一（
鴨
島
）

横
田
眞
知
子（
鴨
島
）

黒
﨑　

勝
恵（
山
川
）

《
高
齢
者
福
祉
活
動
》

若
山　

文
男（
鴨
島
）

梅
野
ミ
エ
コ（
川
島
）

下
田　

純
子（
川
島
）

福
島　

朝
代（
山
川
）

舟
井　

重
利（
美
郷
）

《
青
少
年
健
全
育
成
活
動
》

新
居　

路
子（
山
川
）

檜　
　

伸
代（
山
川
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
】

梯　
　

得
人（
山
川
）

上
浦　

仁
士（
山
川
）

猪
井　

治
男（
美
郷
）

佐
藤
る
み
子（
美
郷
）

■
大
会
長
感
謝

三
好　

脇
子（
鴨
島
）

　
　
　

※

敬
称
略　

順
不
同

　

令
和
５
年
11
月
25
日（
土
）、日
本
フ
ネ
ン
市
民
プ
ラ
ザ
で
吉
野
川
市
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。式
典
で
は
、社
会
福
祉
活
動
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
31
名
に
大
会
長
よ
り
表
彰
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
11
月
16
日（
木
）、あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
に
お
い
て
徳
島
県
社
会
福

祉
大
会
が
開
催
さ
れ
、吉
野
川
市
で
は
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
社
会
福
祉
大

会
の
式
典
終
了
後
は
、日
本

フ
ネ
ン
市
民
プ
ラ
ザ
で
市

民
プ
ラ
ザ
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
種
団
体
に
よ
る
イ
ベ

ン
ト
、菓
子
パ
ン
や
焼
き
菓

子
の
模
擬
店
が
設
置
さ
れ
、

他
に
も
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、エ

イ
サ
ー
太
鼓
体
験
な
ど
が

披
露
さ
れ
、会
場
は
盛
り
あ

が
り
ま
し
た
。

■
名
誉
大
会
長
表
彰

【
社
会
福
祉
事
業
功
労
】

《
施
設
関
係
》

岡
田　

幸
子（
鴨
島
）

横
山
美
千
代（
鴨
島
）

三
木
加
容
子（
川
島
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
】

元
村　

好
子（
鴨
島
）

横
谷　

禎
男（
鴨
島
）

瀬
川　

一
男（
山
川
）

■
大
会
長
表
彰

【
民
生
委
員･

児
童
委
員
功
労
】

大
池　

清
子（
鴨
島
）

住
友　

恭
宏（
鴨
島
）

長
浜　

秀
雄（
山
川
）

【
社
会
福
祉
事
業
功
労
】

《
社
協
・
関
係
団
体
等
の
役
員
》

坂
野　

節
子（
鴨
島
）

津
田　

宗
利（
鴨
島
）

濱
田　

公
子（
鴨
島
）

植
田　

君
代（
山
川
）

《
高
齢
者
関
係
》

飯
田　

良
治（
川
島
）

小
山　
　

博（
川
島
）

西
岡　

政
行（
川
島
）

久
保　

義
文（
山
川
）

《
障
が
い
者
関
係
》

平
川　

靖
幸（
鴨
島
）

後
藤
田　

賢（
川
島
）

谷　
　

眞
理（
川
島
）

《
施
設
関
係
》

大
林　

豊
子（
鴨
島
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
】

七
條　

敏
子（
鴨
島
）

後
藤
田
幸
子（
川
島
）

藏
本
チ
ヨ
コ（
山
川
）

藤
田　

正
治（
山
川
）

※

敬
称
略　

順
不
同

■プロフィール
　山川町在住　昭和20年生まれ。
クリーニング店（犬伏ドライ）

を営みながら平成８年山川町議
会議員に就任，平成16年から５
年間吉野川市議会議員をされ，平
成24年初代吉野川市商工会会長
に就任。
吉野川市社会福祉協議会会長を
令和元年から２年間務められた。
　現在も川田西地区社協会長や
山川地区実行委員会委員長として
活躍中。
■主な受賞
平成22年　
吉野川市社会福祉大会会長表彰

社会福祉事業功労
令和元年　　　
　旭日双光章 中小企業振興功労
　　　　　 　　　地方自治功労

ちょっと

受賞おめでとう
ございます



■川島支所
吉野川市川島町学字吉本34-2（川島老人福祉センター）
　TEL 0883-25-2012　FAX 0883-25-2013
■山川支所
　吉野川市山川町翁喜台117（山川地域総合センター内）
　TEL 0883-42-2089　FAX 0883-42-6888
■美郷支所
吉野川市美郷字中筋194-1（吉野川市ふるさとセンター内）

　TEL/FAX 0883-43-2714　
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社会福祉法人 吉野川市社会福祉協議会
会　長：玉井　　豊
吉野川市社会福祉協議会広報編集委員会
委員長：山口久美子　　副委員長：桑原　淳二　　委員：野口　幸司　貞野　雅己

発　行
発行人
編　集

■本　　所
　徳島県吉野川市鴨島町鴨島252-1
　（日本フネン市民プラザ1階）
　TEL 0883-22-2740　FAX 0883-22-2743
　【吉野川市地域包括支援センター】
　（吉野川市社会福祉協議会内）
TEL 0883-22-2744・2745　FAX 0883-22-2746

第19回吉野川市社会福祉大会の報告　第67回徳島県社会福祉大会の報告
吉野川市地域福祉活動計画 －鴨島地区・川島地区・山川地区・美郷地区－
サマーチャレンジボランティアワーク
「災害ボランティアセンターの活動支援に関する協定」を締結　障がい者レクリエーション教室
生きがいと健康づくり －鴨島地区・美郷地区－　善意銀行だより
生活支援体制整備事業　認知症サポーター活動促進事業　徳島県シルバー大学校吉野川校入学生募集案内
令和５年度 歳末たすけあい運動報告　令和５年度吉野川市社会福祉協議会会費報告　吉野川市心配ごと相談所
ちょっと気になるあの人 －犬伏正春さん－

❶ …
❷ …

❸ …

❹ …
❺ …
❻ …

広告募集！！広告募集！！広告募集！！

詳しくは吉野川市社協ホームページ 
http://www.yossya.jp/koukoku/index.htm
 有料広告募集の項目をご覧ください。

詳しくは吉野川市社協ホームページ 
http://www.yossya.jp/koukoku/index.htm
 有料広告募集の項目をご覧ください。

広報紙に広告を掲載しませんか広報紙に広告を掲載しませんか
【規　格】１号広告（縦50mm×横82mm）
【掲載料】月額１回6，000円
【規　格】１号広告（縦50mm×横82mm）
【掲載料】月額１回6，000円

※２回継続して掲載する場合は10％相当額を料金から割引します。※２回継続して掲載する場合は10％相当額を料金から割引します。

目　次
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▲10月25日（水） 鴨島ライオンズクラブとの吉野川市災害ボランティアセンターの活動支援に関する協定締結式
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